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おわりに 

 

 この冊子は高知県の沖合から沿岸にかけての海洋環境と、そこで漁獲されるさまざ

まな魚介類の資源生態を取りまとめたものです。高知県水産試験場が昭和54年に水産

業改良普及事業の一環として作成した「高知県沿岸・沖合の海況と主要魚種の産卵場」

という資料に端を発しており、おおむね5年ごとに改訂を重ねてきました。 

 

 本書が漁業関係者をはじめとし、高知県の美しい海とそこで育まれた水産物を愛す

る皆様に活用されることを願ってやみません。 

 

 独立行政法人水産総合研究センター中央水産研究所 阪地英男 博士及び同所高

知庁舎 梨田一也 博士には、底魚類の項目について貴重なデータとコメントをいた

だきました。記してお礼申し上げます。 


